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｜
中
国
・
四
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中
国
・
四
国
地
域
で
は
、
地
域
活
性
化
の
夢
を
の
せ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
広
島
県
尾
道
市
と
松

江
市
と
を
結
ぶ
延
長
約
１
３
７

の
中
国
横
断
自
動
車
道
の
尾
道
松
江
線
が
、
２
０
１
４
年
度
の
全
線
開
通
を

目
前
に
控
え
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
区
間
が
新
直
轄
方
式
で
建
設
さ
れ
た
高
速
自
動
車
道
で
、
交
流
圏
の
拡
大
に

よ
る
沿
線
地
域
の
発
展
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
中
国
縦
貫
自
動
車
道
だ
け
で
な
く
四
国
、
九
州
と
も
高
速

自
動
車
道
で
直
結
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
間
連
携
の
大
き
な
拡
大
に
も
沿
線
地
域
の
期
待
は
高
ま
る
。

人
や
物
の
流
れ
引
き
込
む

松
浦
正
敬
氏
松
江
市
長

　
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
し
た
「
中

国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
」
が

２
０
１
４
年
度
中
に
全
線
開
通
す
る

運
び
と
な
り
、
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た

国
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
さ

ま
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
の
開
通
に
よ
り
、
松
江
市
か
ら

尾
道
市
ま
で
の
所
要
時
間
が
２
時
間

分
程
度

約

分
短
縮

と
な

り
、
山
陰
と
山
陽

を
結
ぶ
大
動
脈
と
し
て
の
役
割
に
加

え
、
「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
」
を

通
じ
て
四
国
方
面
と
の
交
通
ア
ク
セ

ス
も
大
幅
に
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、

大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
先
に
開
通
し
た
三
次
―
松
江
間
に

よ
り
、
広
島
市
か
ら
観
光
客
を
は
じ

め
と
す
る
人
や
物
の
流
れ
が
飛
躍
的

に
向
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
全
線
開
通
と
い
う
絶

好
の
機
会
を
逃
さ
ぬ
よ
う
、
都
会
地

へ
の
人
口
流
出
と
い
っ
た
過
疎
化
の

問
題
や
各
地
の
観
光
地
等
と
の
競
合

の
激
化
に
対
応
す
る
た
め
、
尾
道
市

や
四
国
か
ら
の
企
業
誘
致
や
観
光
誘

客
な
ど
、
人
や
物
の
流
れ
を
引
き
込

み
、
地
域
経
済
の
成
長
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
が
単
独
で
事
業
実
施
す
る
の
で

は
な
く
、
「
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山

圏
域
市
長
会
」
や
商
工
会
議
所
や
商

工
会
な
ど
の
経
済
界
と
と
も
に
、
広

域
的
な
「
圏
域
」
で
連
携
・
団
結
し

て
国
内
競
争
力
を

高
め
る
と
と
も

に
、
圏
域
内
に
境

港
、
出
雲
空
港
、
米
子
空
港
を
有
す

る
優
位
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
国
内

だ
け
で
な
く
、
国
外
へ
も
広
く
事
業

展
開
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

広
域
拠
点
性
一
段
ア
ッ
プ

増
田
和
俊
氏
三
次
市
長

　
広
島
県
三
次
市
は
中
国
地
方
の
中

央
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
交
通
の
要

衝
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
２
０
１
４
年
度
中
に
は
三
次
と

山
陽
・
山
陰
を
つ
な
ぐ
中
国
横
断
自

動
車
道
尾
道
松
江
線
尾
道
自
動
車
道

が
い
よ
い
よ
全
線
開
通
し
ま
す
。

　
尾
道
松
江
自
動
車
道
が
供
用
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
三
次
市
を
キ

ー
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
山
陽
と
山
陰
、
さ
ら
に
は
関
西

圏
と
九
州
圏
の
相
互
の
時
間
距
離
が

一
段
と
短
縮
化
さ
れ
、
人
、
物
、
情

報
な
ど
の
流
れ
が
活
発
に
な
り
、
三

次
市
の
広
域
拠
点
性
が
一
層
高
ま
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、

年
後
の
ま
ち
の
す
が
た

を
見
据
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
総
合
指

針
と
し
て
、
三
次
市
総
合
計
画
を

年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
の
基

本
理
念
は
「
市
民
の
し
あ
わ
せ
の
実

現
」
で
す
。
し
あ
わ
せ
を
実
感
し
な

が
ら
、
「
住
み
続
け
た
い
ま
ち

中

山
間
地
の
未
来
を
拓
く
拠
点
都
市
・

三
次

」
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
、
三
次
市

は
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
講
じ
「
挑

戦
」
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
内
外
を

は
じ
め
、
県
外
、
全
国
へ
と
情
報
を

発
信
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
ら
の
施
策
展
開
の
根
本
と

な
る
も
の
と
し
て
、
企
業
誘
致
を
市

政
の
最
重
要
テ
ー

マ
と
し
て
広
島
県

内
で
最
も
手
厚
い

独
自
の
支
援
制
度
を
設
け
、
強
力
か

つ
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
新
規
立
地
を
ご
検
討
さ
れ
て
お
ら

れ
る
皆
さ
ま
と
し
っ
か
り
と
信
頼
関

係
を
構
築
し
な
が
ら
全
力
で
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

尾
道
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

平
谷
祐
宏
氏
尾
道
市
長

　
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

が
全
線
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山

陽
自
動
車
道
、
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海

道
と
一
体
と
な
っ
て
山
陰
か
ら
、
山

陽
、
四
国
ま
で
が
広
域
的
高
速
交
通

体
系
で
結
ば
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
に
お
け
る
瀬

戸
内
の
十
字
路
と
し
て
の
拠
点
性
が

さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
交
流
人

口
の
拡
大
を
目
指

す
本
市
に
と
っ
て

最
大
の
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み

と
し
て
、
尾
道
市
の
北
の
玄
関
で
あ

る
御
調
の
道
の
駅
「
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

み
つ
ぎ
」
で
は
、
野
菜
市
及
び
レ
ス

ト
ラ
ン
施
設
の
拡
張
に
よ
る
新
た
な

食
の
提
供
と
駐
車
場
の
整
備
を
行
い

ま
す
。
市
中
心
部
に
は
こ
の
３
月

に
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
で
あ
る

し
ま
な
み
海
道
の
拠
点
施
設
と
し

て
、
「
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
　
Ｕ

２
」
が
完
成
し
、
南
の
玄
関
瀬
戸
田

で
は
、
「
瀬
戸
田
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー

チ
」
が
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推

進
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
る
な
ど
大

幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
整
備
に
よ
り
、
尾
道
松
江
線

か
ら
道
の
駅
を
経
由
し
て
尾
道
市
の

沿
岸
部
、
島
嶼
部
へ
と
交
流
の
動
線

と
う
し
ょ

機
能
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、
尾
道
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
自
然
、
歴
史
、
伝
統
、

技
術
と
い
っ
た
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ

営
み
に
よ
っ
て
引

き
継
が
れ
て
き
た

財
産
を
活
用
し
な

が
ら
、
尾
道
松
江
線
と
瀬
戸
内
し
ま

な
み
海
道
の
結
節
点
で
あ
る
本
市
の

特
性
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
人
、

物
の
交
流
を
推
進
し
、
活
力
あ
る
新

生
尾
道
市
の
実
現
に
向
け
て
、
ま
い

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
線
開
通
を
目
前
に
控
え
る
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江

線
の
三
次
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ
付
近
、
人
、
モ
ノ
の
交
流
促
進

に
よ
り
、
沿
線
地
域
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る

地域活性化の夢乗せた道遂に
中
国
横
断
自
動
車
道
の
尾
道
松
江
線
年
度
内
、
全
線
開
通
へ

観光振興や経済発展に期待感沿線自治体のトップ３氏からメッセージ

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ５月２７日 火曜日 　　

　
日
本
海
、
山
間
地
、
瀬
戸

内
海
を
結
ぶ
中
国
横
断
自
動

車
道
尾
道
松
江
線
約
１
３
７

が
、
２
０
１
４
年
度
の

全
線
開
通
を
目
前
に
控
え
て

い
る
。
沿
線
地
域
は
高
速
交

通
網
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

大
き
な
期
待
を
持
っ
て
、
開

通
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。

　
尾
道
松
江
線
は

年
に
、

尾
道
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

Ｊ

Ｃ
Ｔ

と
三
刀
屋
木
次
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

Ｉ
Ｃ

間

１
１
１

を
国
と
地
方
が

建
設
費
を
負
担
す
る
新
直
轄

方
式
に
移
行
。
通
行
料
を
無

料
に
す
る
ほ
か
、
片
側
２
車

線
で
、
制
限
速
度
時
速

、
建
設
費
抑
制
狙
い
で
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
施

設
も
な
い
。

　
新
直
轄
区
間
で
は

年

月
に
尾
道
Ｊ
Ｃ
Ｔ
と
世
羅
Ｉ

Ｃ
間
、

年
３
月
に
吉
田
掛

合
Ｉ
Ｃ
と
三
刀
屋
木
次
Ｉ
Ｃ

間
が
開
通
し
て
三
次
市
と
松

江
市
間
が
開
通
し
た
。
３
月

末
に
三
次
市
の
三
次
東
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
タ
ー

Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

と
吉
舎

Ｉ
Ｃ
間

・
３

が
開
通

し
て
、
残
り
は
世
羅
Ｉ
Ｃ
と

吉
舎
Ｉ
Ｃ
間

・
４

と

な
り
、
開
通
を
目
指
し
て
工

事
を
促
進
し
て
い
る
。

　
尾
道
松
江
線
は
中
国
縦

貫
、
山
陽
、
西
瀬
戸
自
動
車

道
な
ど
の
高
速
自
動
車
道
と

直
結
。
日
本
海
か
ら
中
国
山

脈
、
瀬
戸
内
海
、
四
国
山

脈
、
太
平
洋
と
二
つ
の
山
脈

を
は
さ
ん
で
三
つ
の
海
を
結

ん
で
い
る
。
地
元
で
は
観
光

振
興
や
経
済
の
発
展
を
期
待

す
る
。
ま
た
近
畿
、
中
国
、

九
州
の
連
携
拡
大
効
果
へ
の

期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。


